
(57)【要約】

【課題】高い信頼性で組織を把持できるが、治療処置中

に組織を傷付けないような、クリップを送り届ける。

【解決手段】　体腔中に挿入可能な導入管（外側シース

）を含んでなる、止血のためのクリップ装置である。操

作ワイヤは内側シースの中に摺動可能に挿入され、内側

シースは、外側シース（導入管）の中にて、独立して進

退可能になっている。操作ワイヤは遠位端部分を有し、

操作ワイヤの遠位端部分にはリテーナが取り付けられて

いる。クリップ装置は、近位端部分を有するクリップを

含み、近位端部分から少なくとも３本のアーム部分が延

びていて、該アームは開く傾向を備えている。第１のリ

テーナは、クリップの遠位端に取り付けられていて、操

作ワイヤに設けられた第２のリテーナに嵌合して受け入

れられる。クリップのアーム部分を閉じるために、クリ

ップ摺動リングが提供される。クリップを送出して止血

するための方法も提供される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 的 医 療 処 置 に お い て 使 用 さ れ る 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 で あ っ て 、 こ の 装 置 が 、
　 ａ ） 　 操 作 ワ イ ヤ と 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と ハ ン ド ル と を 備 え て な る 送 出 装 置 で あ っ
て 、 操 作 ワ イ ヤ は 内 側 シ ー ス の 中 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 内 側 シ ー ス は 外 側 シ ー ス の 中 に
摺 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る よ う な 上 記 送 出 装 置 と 、
　 ｂ ） 　 第 １ の リ テ ー ナ と 、 第 １ の リ テ ー ナ か ら 遠 位 側 へ 延 び た 複 数 の ア ー ム と 、 複 数 の
ア ー ム の ま わ り に 配 置 さ れ た 摺 動 リ ン グ と 、 を 備 え て な る 止 血 ク リ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ア
ー ム は 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て 、 ア ー ム は 互 い に 離 間 す る 傾 向 を も つ よ う に 形 成 さ れ て い
て 、 前 記 摺 動 リ ン グ は 前 記 ア ー ム に 係 合 し て 該 ア ー ム を 互 い に 閉 じ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 上 記 止 血 ク リ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 ハ ン ド ル が 、 送 出 装 置 の 内 部 容 積 に 連 通 し て な る 洗 浄 ポ ー ト を 含 ん で い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 洗 浄 ポ ー ト は 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 の キ ャ ビ テ ィ に 連 通 し て い て 、 洗 浄 ポ ー
ト は 、 ク リ ッ プ 装 置 の 付 近 に て 流 体 が 出 入 り で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 洗 浄 ポ ー ト は 、 標 準 的 な ル ア ー 取 付 具 を 備 え て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 送 出 装 置 が 、 操 作 ワ イ ヤ に 取 り 付 け ら れ て な る 第 ２ の リ テ ー ナ を さ ら に 備 え 、 第 ２ の リ
テ ー ナ は 、 止 血 ク リ ッ プ に お け る 第 １ の リ テ ー ナ に 係 合 す べ く 構 成 さ れ て い て 、 止 血 ク リ
ッ プ を 目 標 部 位 へ 送 出 す る 前 に 、 止 血 ク リ ッ プ を 送 出 装 置 に 一 時 的 に 固 定 す る 、 こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 摺 動 リ ン グ は 、 止 血 ク リ ッ プ を 目 標 部 位 へ 送 出 す る 前 に は 、 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ
テ ー ナ と を 取 り 囲 む よ う に 構 成 さ れ て い て 、 摺 動 リ ン グ は 、 第 １ の リ テ ー ナ が 第 ２ の リ テ
ー ナ か ら 係 脱 す る こ と を 防 止 し 、 摺 動 リ ン グ は 、 前 記 止 血 ク リ ッ プ が 目 標 部 位 へ 送 出 さ れ
た と き に は 、 第 １ の リ テ ー ナ が 第 ２ の リ テ ー ナ か ら 係 脱 で き る よ う な 第 ２ の 位 置 へ 移 動 可
能 に な っ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の リ テ ー ナ は 第 １ の フ ッ ク と 第 １ の ノ ッ チ と を 備 え 、 第 ２ の リ テ ー ナ は 第 ２ の フ ッ
ク と 第 ２ の ノ ッ チ と を 備 え 、 第 １ の フ ッ ク は 第 ２ の ノ ッ チ に 係 合 す べ く 構 成 さ れ 、 第 ２ の
フ ッ ク は 第 １ の ノ ッ チ に 係 合 す べ く 構 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ ー ナ と は そ れ ぞ れ 略 円 形 の 横 断 面 を 有 し 、 第 １ の フ ッ ク と
第 ２ の フ ッ ク と は そ れ ぞ れ 半 円 形 の 横 断 面 を 有 し 、 第 １ の ノ ッ チ と 第 ２ の ノ ッ チ と は そ れ
ぞ れ 半 円 形 の 横 断 面 を 有 し 、 第 １ の フ ッ ク 及 び 第 ２ の フ ッ ク の 横 断 面 積 は 、 第 １ の ノ ッ チ
及 び 第 ２ の ノ ッ チ の 横 断 面 積 に 比 べ て 大 き く な っ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 摺 動 リ ン グ は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 備 え 、 近 位 部 分 は 、 第 １ の リ テ ー ナ の 外 面 と 第
２ の リ テ ー ナ の 外 面 と に 摺 動 可 能 に 係 合 す べ く 構 成 さ れ て な る 内 面 を 形 成 し て い る 第 １ の
管 状 の 横 断 面 を 有 し 、 遠 位 部 分 は 、 前 記 ア ー ム の そ れ ぞ れ の 外 面 に 摺 動 可 能 に 係 合 す べ く
構 成 さ れ て な る 第 ２ の 管 状 の 横 断 面 を 有 し 、 第 ２ の 管 状 の 横 断 面 は 、 第 １ の 管 状 の 横 断 面
に 比 べ て 小 さ く な っ て い て 、 前 記 摺 動 リ ン グ が ク リ ッ プ 装 置 の 近 位 端 か ら 外 れ る こ と を 防
止 し て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 ア ー ム の そ れ ぞ れ の 遠 位 端 は 、 内 方 へ 屈 曲 し た 先 端 部 分 を 備 え て い る 、 こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ク リ ッ プ 装 置 は 、 等 間 隔 に 隔 て ら れ た ３ 本 の ア ー ム を 備 え 、 前 記 ア ー ム の そ れ ぞ れ
は 、 遠 位 端 と 近 位 端 と の 間 の 部 分 に 沿 っ て 屈 曲 し て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 送 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 ）
　 本 願 は 、 い ず れ も 発 明 の 名 称 を “ ク リ ッ プ 装 置 ” と す る 、 ２ ０ ０ ２ 年 ４ 月 １ ５ 日 に 出 願
さ れ た 米 国 仮 特 許 第 ６ ０ ／ ３ ７ ２ ， ５ ０ ４ 号 と 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ １ 月 ７ 日 に 出 願 さ れ た 米 国
仮 特 許 第 ６ ０ ／ ４ ２ ４ ， ５ ２ ４ 号 と を 基 礎 と す る 利 益 を 要 求 す る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 ク リ ッ プ に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 胃 腸 管 に 沿 っ た 血 管 を 止 血 す る た め に 使 用
で き る よ う な 、 ま た は 、 組 織 そ の 他 を 保 持 す る 内 視 鏡 ツ ー ル と し て 使 用 で き る よ う な 、 ク
リ ッ プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 中 に ク リ ッ プ を 導 入 し 、 身 体 の 生 体 組 織 を 把 持 す る こ と で 、
止 血 、 マ ー キ ン グ 、 及 び ／ 又 は 、 結 紮 を 行 な っ て い る 。 さ ら に 今 日 、 ク リ ッ プ は 、 消 化 性
潰 瘍 や 、 マ ロ リ ー ・ ヴ ァ イ ス 病 変 、 デ ュ ラ フ ォ ワ 障 害 、 血 管 腫 、 乳 頭 切 開 術 後 の 出 血 、 及
び 、 出 血 を 伴 な う 静 脈 瘤 な ど 、 胃 腸 管 の 出 血 に 関 連 し た 多 数 の 用 途 に 使 用 さ れ て い る 。
　 胃 腸 管 の 出 血 は 、 や や 一 般 的 な 、 治 療 せ ず に 残 す と し ば し ば 致 命 的 な 、 重 篤 な 症 状 で あ
る 。 こ の 問 題 に よ っ て 促 さ れ て 、 硬 化 薬 の 注 入 や 、 接 触 式 の 熱 凝 固 技 術 な ど 、 止 血 の た め
の 多 数 の 内 視 鏡 的 治 療 の ア プ ロ ー チ が 開 発 さ れ た 。 そ う し た ア プ ロ ー チ は 、 し ば し ば 効 果
的 で は あ る け れ ど も 、 多 く の 患 者 で は 出 血 が 続 い て 、 よ っ て 矯 正 的 な 外 科 手 術 が 必 要 に な
る 。 外 科 手 術 は 、 高 い 死 亡 率 や 多 く の 他 の 不 都 合 な 副 作 用 を 伴 な う 、 侵 襲 性 の 技 術 で あ る
か ら 、 有 効 性 が 高 く て 侵 襲 性 の 小 さ い 処 置 手 順 に 対 す る 要 望 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 機 械 的 な 止 血 装 置 は 、 胃 腸 の 用 途 を 含 む 、 身 体 の 様 々 な 部 位 に 使 用 さ れ て き た 。 そ う し
た 装 置 は 代 表 的 に 、 ク ラ ン プ や 、 ク リ ッ プ 、 ス テ ー プ ル 、 縫 線 な ど の 形 態 で あ っ て 、 血 流
を 制 限 又 は 遮 断 す べ く 、 血 管 に 対 し て 十 分 な 圧 縮 力 を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 し か し な
が ら 、 従 来 の 止 血 装 置 に つ い て の ひ と つ の 問 題 点 は 、 切 開 又 は ト ロ カ ー ル ・ カ ニ ュ ー レ を
介 し て 、 堅 固 な シ ャ フ ト を 備 え た 器 具 を 使 用 し な け れ ば 、 そ れ ら を 送 り 届 け る こ と が で き
な い こ と で あ る 。 さ ら に 、 従 来 の 止 血 装 置 は ど れ も 、 永 久 的 な 止 血 を 行 な え る ほ ど 、 十 分
に 強 く は な い 。
　 ひ と つ の 提 案 さ れ た 解 決 策 と し て 、 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ６ ６ ， １ ８ ９ 号 に は 、 開 く 傾 向 を
備 え た 一 対 の ア ー ム を 有 す る 、 ク リ ッ プ 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の ク リ ッ プ 、 並 び に 、
一 対 の ア ー ム を 有 す る 他 の 同 様 な タ イ プ の ク リ ッ プ に つ い て の ひ と つ の 問 題 点 は 、 ク リ ッ
プ す べ き 領 域 を 適 切 に 把 持 す る た め に 、 し ば し ば ク リ ッ プ を 回 転 さ せ る 必 要 が あ る こ と で
あ る 。 ク リ ッ プ を 回 転 さ せ る こ と は 、 ク リ ッ プ を 送 出 す る た め に 使 用 さ れ て い る 管 が 屈 曲
し て い て 、 こ れ に 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 用 い る た め に 、 し ば し ば 困 難 で 複 雑 で あ る 。 従 っ
て 、 目 標 部 位 へ 送 り 届 け る こ と が で き る と 共 に 、 所 望 の 配 向 に 回 転 さ せ る 必 要 な し に 使 用
で き る よ う な 、 ク リ ッ プ に 対 す る 要 望 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ６ ６ ， １ ８ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ は 、 か か る 問 題 点 及 び そ の 他 の 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 少 な く と も
３ 本 の ア ー ム を 有 す る ク リ ッ プ を 提 供 す る 。
　 従 来 の 止 血 装 置 が 遭 遇 す る 別 の 問 題 点 は 、 患 者 の 目 標 領 域 に 到 達 す る 前 に あ っ て は 、 ク
リ ッ プ 装 置 を 送 出 装 置 に 固 定 し て お き 、 い っ た ん ク リ ッ プ が 目 標 部 位 に 取 り 付 け ら れ た な
ら ば 、 迅 速 か つ 容 易 に 送 出 装 置 か ら ク リ ッ プ 装 置 を 解 放 す る こ と が 困 難 で あ る こ と で あ る
。
　 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ は 、 か か る 問 題 点 及 び そ の 他 の 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 摺 動 リ ン グ
に よ っ て 固 定 さ れ る リ テ ー ナ 装 置 を 有 す る よ う な ク リ ッ プ を 提 供 す る 。
　 従 来 の 止 血 装 置 が し ば し ば 遭 遇 す る 他 の 問 題 点 は 、 外 科 的 部 位 が 血 液 そ の 他 の 体 液 で 覆
い 隠 さ れ て い る と き に 、 ク リ ッ プ す べ き 領 域 を 把 持 す る た め に 、 適 切 に こ れ ら の 装 置 を 位
置 決 め す る こ と が 困 難 で あ る こ と で あ る 。 例 え ば 、 出 血 し て い る 血 管 を ク リ ッ プ し よ う と
す る 場 合 、 血 管 を 取 り 巻 く 領 域 は 、 し ば し ば 血 液 で 満 た さ れ て い る た め に 、 外 科 医 は 、 血
管 を 探 し 当 て 、 及 び ／ 又 は 、 こ れ を ク リ ッ プ す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 通 常 、 外 科 医
に よ る 部 位 の 視 認 を 妨 げ る あ ら ゆ る 血 液 そ の 他 の 体 液 を 洗 い 流 す た め に 、 外 科 的 部 位 を 生
理 食 塩 水 で 洗 浄 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 手 順 は 通 例 、 別 の カ テ ー テ ル を 、 患 者 に 挿 入
し て 外 科 的 部 位 に 導 い て 使 用 す る こ と に よ っ て 成 し 遂 げ ら れ る 。 別 の カ テ ー テ ル が 必 要 で
あ る こ と に 加 え 、 カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 位 置 決 め す る の に 必 要 な 追 加 的 時 間 の た め に 、 か
か る 手 順 は 血 管 を ク リ ッ プ す る 作 業 を 遅 ら せ る 。 従 っ て 、 目 標 部 位 の 血 液 そ の 他 の 体 液 を
洗 浄 す る た め の 別 の カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 使 用 す る こ と な く 、 適 切 に 目 標 部 位 に 位 置 決 め
で き る よ う な ク リ ッ プ を 求 め る 要 望 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ は 、 か か る 問 題 点 及 び そ の 他 の 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 洗 浄 の た め
の 特 徴 を 一 体 化 し た 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 、 体 腔 中 の 生 体 組 織 の た め の ク リ ッ プ 装 置 は 、 体 腔 中 へ 挿 入 可 能 で あ る よ
う な 、 導 入 管 を 備 え て い る 。 導 入 管 （ 外 側 シ ー ス と も 称 す る ） の 中 に は 、 内 側 シ ー ス が 配
置 さ れ る 。 内 側 シ ー ス は 、 導 入 管 の 内 部 に お い て 、 独 立 的 に 摺 動 可 能 に な っ て い る 。 言 い
換 え れ ば 、 内 側 シ ー ス は 、 導 入 管 の 動 き と は 独 立 的 に 、 進 退 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 近
位 端 か ら 少 な く と も ３ 本 の ア ー ム が 延 び て い る よ う な 、 ク リ ッ プ が 提 供 さ れ る 。 ア ー ム は
弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て 、 ア ー ム は 、 開 い た 状 態 に な ろ う と す る 傾 向 を 備 え て い る 。
　 ク リ ッ プ の 近 位 端 に は 、 第 １ の リ テ ー ナ が 取 り 付 け ら れ る 。 操 作 ワ イ ヤ は 、 内 側 シ ー ス
の 内 部 部 分 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 そ の 遠 位 端 部 分 に は 、 第 ２ の リ テ ー ナ を 取 り 付 け ら れ
て 有 し て い る 。 第 ２ の リ テ ー ナ は 、 ク リ ッ プ を 操 作 ワ イ ヤ に 結 合 す べ く 、 第 １ の リ テ ー ナ
に 解 放 可 能 に 嵌 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 摺 動 リ ン グ が 提 供 さ れ て 、 摺 動 リ ン グ は ア ー ム に か ぶ せ ら れ る よ う に 移 動 す る と 、 摺 動
リ ン グ が ア ー ム を 閉 じ た 状 態 に 保 持 す べ く 構 成 さ れ て い る 。 摺 動 リ ン グ は 、 内 側 シ ー ス に
接 触 す る よ う な サ イ ズ の 部 分 を 有 し て い て 、 内 側 シ ー ス を 前 進 さ せ る と 、 摺 動 リ ン グ は 、
ク リ ッ プ の ア ー ム に か ぶ さ る よ う に 摺 動 し て 、 ア ー ム を 閉 じ る 。 ひ と つ の 実 施 形 態 に お い
て は 、 摺 動 リ ン グ は ク リ ッ プ か ら 取 り 外 し 可 能 に な っ て い て 、 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、
摺 動 リ ン グ は ク リ ッ プ か ら 取 り 外 せ な い よ う に な っ て い る 。
　 摺 動 リ ン グ が ク リ ッ プ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る よ う な ひ と つ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２
つ の リ テ ー ナ は 互 い に 結 合 さ れ て 、 摺 動 リ ン グ は ２ つ の リ テ ー ナ に か ぶ さ る よ う な 位 置 へ
動 か さ れ る 。 そ の 結 果 、 ク リ ッ プ は 操 作 ワ イ ヤ に 結 合 さ れ る 。 外 側 シ ー ス を ク リ ッ プ に か
ぶ せ る よ う に 前 進 さ せ て 、 ア ー ム を 装 置 の 内 部 に 圧 縮 な い し 押 し 潰 し て 、 内 視 鏡 の 通 路 中
を 通 過 で き る よ う に す る 。 装 置 が 目 標 部 位 に 達 し た な ら ば 、 外 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て 、 ア
ー ム を 露 出 さ せ る 。 内 側 シ ー ス を 前 進 さ せ て 、 摺 動 リ ン グ を ア ー ム に か ぶ せ る よ う に 押 し
て 、 組 織 上 に て 、 ア ー ム を 閉 じ る 。 そ の 後 に 、 内 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て 、 リ テ ー ナ を 解 放
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し 、 装 置 を 回 収 す る と 、 ク リ ッ プ は そ の ま ま 取 り 残 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 摺 動 リ ン グ は 、 ク リ ッ プ の 近 位 端 と ア ー ム と の 間 に 配 置 さ れ
て い て 、 ク リ ッ プ か ら 取 り 外 す こ と は で き な い 。 リ テ ー ナ を 結 合 し 、 内 側 シ ー ス が リ テ ー
ナ に か ぶ さ る よ う に 前 進 さ せ て 、 ク リ ッ プ を 操 作 ワ イ ヤ に 結 合 さ せ る 。 外 側 シ ー ス を ク リ
ッ プ に か ぶ せ る よ う に 前 進 さ せ て 、 ア ー ム を 装 置 の 内 部 に 圧 縮 な い し 押 し 潰 し て 、 内 視 鏡
の 通 路 中 を 通 過 で き る よ う に す る 。 装 置 が 目 標 部 位 に 達 し た な ら ば 、 外 側 シ ー ス を 引 っ 込
め て 、 ア ー ム を 露 出 さ せ る 。 内 側 シ ー ス を 前 進 さ せ て 、 摺 動 リ ン グ を ア ー ム に か ぶ せ る よ
う に 押 し て 、 組 織 上 に て 、 ア ー ム を 閉 じ る 。 そ の 後 に 、 内 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て 、 リ テ ー
ナ を 解 放 し 、 装 置 を 回 収 す る と 、 ク リ ッ プ は そ の ま ま 取 り 残 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 高 い 信 頼 性 で 組 織 を 把 持 で き る が 、 治 療 処 置 中 に 組 織 を 傷 付
け な い よ う な 、 ク リ ッ プ を 送 り 届 け る こ と で あ る 。 か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 上 述 し
た ク リ ッ プ 装 置 を 送 出 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 か か る 方 法 は 、 少 な く と も ３ 本 の ア
ー ム を 有 す る ク リ ッ プ を 、 操 作 ワ イ ヤ に 解 放 可 能 に 取 り 付 け る 段 階 を 含 む 。 操 作 ワ イ ヤ は
、 内 側 シ ー ス の 中 に 配 置 さ れ 、 内 側 シ ー ス は 、 外 側 シ ー ス の 中 に 配 置 さ れ る 。 外 側 シ ー ス
を 、 ク リ ッ プ の ア ー ム に か ぶ せ る よ う に 前 進 さ せ る と 、 ク リ ッ プ 装 置 は 、 内 視 鏡 の 通 路 中
を 通 過 す る こ と が で き る 。 装 置 が 目 標 部 位 に 達 し た な ら ば 、 外 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て 、 ア
ー ム を 露 出 さ せ る 。 内 側 シ ー ス を 前 進 さ せ て 、 摺 動 リ ン グ を ア ー ム に か ぶ せ る よ う に 押 し
て 、 組 織 上 に て 、 ア ー ム を 閉 じ る 。 そ の 後 に 、 内 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て 、 リ テ ー ナ を 解 放
し 、 装 置 を 回 収 す る と 、 ク リ ッ プ は そ の ま ま 取 り 残 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 追 加 的 な 目 的 は 、 洗 浄 の た め の 特 徴 を 一 体 化 し て 有 す る よ う な 、 ク リ ッ プ 装 置
を 提 供 す る こ と で あ る 。 洗 浄 の た め の 特 徴 は 、 ハ ン ド ル の 前 方 部 分 に 配 置 さ れ て な る ポ ー
ト を 含 む 。 ひ と つ の 実 施 形 態 で は 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 に 配 置 さ れ る キ ャ ビ テ
ィ な い し 開 口 容 積 に 、 ポ ー ト は 連 通 し て い る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ は 、 ハ ン ド ル か ら 前 方 へ 、
内 側 シ ー ス 及 び 外 側 シ ー ス の 遠 位 側 に ま で 延 在 し て い る 。 そ の 結 果 、 ハ ン ド ル に 設 け ら れ
た ポ ー ト を 介 し て 注 入 さ れ た 生 理 食 塩 水 な ど の 任 意 の 流 体 は 、 キ ャ ビ テ ィ を 通 っ て 導 か れ
て 、 外 側 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 排 出 さ れ る 。 洗 浄 の た め の 特 徴 に よ っ て 、 目 標 組 織 を ク リ ッ
プ で 把 持 す る 前 に 、 及 び ／ 又 は 、 ク リ ッ プ を 位 置 決 め す る 間 に 、 外 科 的 部 位 に あ る 血 液 そ
の 他 の 体 液 を 洗 い 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 し た 洗 浄 の た め の 特 徴 を 使 用 す る ひ と つ の 方 法 に よ れ ば 、 初 め に 、 目 標 組 織 が 大 ま
か に 位 置 し て い る 外 科 的 部 位 へ 、 ク リ ッ プ を 送 り 届 け る 。 目 標 組 織 が 血 液 そ の 他 の 体 液 に
よ っ て 覆 い 隠 さ れ て い る と 判 断 さ れ た な ら ば 、 ハ ン ド ル に 設 け ら れ た ポ ー ト を 介 し て 、 生
理 食 塩 水 を 注 入 し て 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 の キ ャ ビ テ ィ を 通 過 さ せ る 。 生 理 食
塩 水 は 、 外 側 シ ー ス に お け る 遠 位 端 か ら 排 出 さ れ て 、 こ れ に よ り 、 ク リ ッ プ を 取 り 巻 く 領
域 に あ る 、 あ ら ゆ る 血 液 そ の 他 の 体 液 を 洗 い 流 す 。 治 療 処 置 中 に 、 必 要 に 応 じ て 、 継 続 し
て 又 は 繰 り 返 し て 、 ポ ー ト に 生 理 食 塩 水 を 注 入 し て 、 外 科 的 部 位 を 洗 い 流 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 そ の 他 の 類 似 物 の た め の ク リ ッ プ 装 置 を 提 供 す る 。 図 １ に は 、 本 発 明 に
よ る ク リ ッ プ 装 置 を 示 し て い る 。 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 、 ク リ ッ プ １ ２ を 含 ん で い て 、 該 ク
リ ッ プ の 近 位 端 １ ４ か ら は 、 少 な く と も ３ 本 の ア ー ム １ ６ が 延 び て い る 。 各 ア ー ム は 好 ま
し く は 、 良 好 に 組 織 を 把 持 で き る よ う に 、 そ の 端 部 １ ８ が 内 方 へ 屈 曲 し て い る 。 ３ 本 の ア
ー ム が 好 ま し い け れ ど も 、 ４ 本 以 上 の ア ー ム を 使 用 し て も 良 い 。
　 ク リ ッ プ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 や 、 ニ チ ノ ー ル 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 そ の 他 な ど 、 任 意 の 好 適 な
弾 性 材 料 か ら 作 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ア ー ム の 横 断 面 の 形 状 は 、 円 形 、 正 方 形 、 三 角
形 、 パ イ 形 、 円 錐 台 形 、 そ の 他 の 形 状 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 近 位 端 １ ４ に お い て 、 ア ー ム に は 第 １ の リ テ ー ナ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ひ と つ の
実 施 形 態 で は 、 第 １ の リ テ ー ナ は 永 久 的 に ア ー ム に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ の リ テ ー ナ は 、
第 ２ の リ テ ー ナ に 対 し て 相 補 を な す 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ
ー ナ と は 互 い に 嵌 合 し て 結 合 す る 。 例 え ば 、 第 １ の リ テ ー ナ は 、 第 １ の 端 部 ２ ２ と 、 第 ２
の 端 部 ２ ４ と 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ た ノ ッ チ ２ ６ と 、 を 有 し て い る
。 ひ と つ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の リ テ ー ナ は 、 そ の 第 １ の 端 部 に お い て は 、 第 １ の 直 径 ２
３ を 有 し 、 第 ２ の 端 部 ２ ４ に お い て は 、 平 坦 な 上 面 ２ ５ を 有 す る よ う な 半 円 筒 形 の 形 状 に
な っ て い る 。 詳 し く は 後 述 す る よ う に 、 か か る 形 状 は 、 第 ２ の リ テ ー ナ と の し っ か り し た
嵌 合 を 有 利 に 提 供 し 、 リ テ ー ナ の 第 １ の 端 部 の 直 径 を 越 え る よ う に 、 直 径 を 拡 大 さ せ る こ
と も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 、 内 側 シ ー ス ４ ０ を 受 け 入 れ る よ う な 内 径 を も っ た 、 外 側 シ
ー ス （ な い し 導 入 管 ） ３ ０ を 有 し て い る 。 内 側 シ ー ス は 、 外 側 シ ー ス と は 独 立 さ せ て 進 退
さ せ る こ と が で き る 。 内 側 シ ー ス の 内 径 に は 、 遠 位 端 ５ ２ を 備 え た 操 作 ワ イ ヤ ５ ０ が 受 け
入 れ ら れ る 。
　 外 側 シ ー ス は 、 そ の 近 位 端 を 、 前 方 ハ ン ド ル 部 分 ８ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 内 側 シ ー
ス は 、 前 方 ハ ン ド ル 部 分 ８ ０ を 通 っ て 延 在 し 、 そ の 近 位 端 は 、 前 方 ハ ン ド ル 部 分 の 近 位 側
に 配 置 さ れ て な る 中 間 ハ ン ド ル 部 分 ８ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ は 、 前 方 ハ ン
ド ル 部 分 及 び 中 間 ハ ン ド ル 部 分 を 通 っ て 延 在 し 、 そ の 近 位 端 は 、 中 間 ハ ン ド ル 部 分 の 近 位
部 分 に か ぶ さ っ て 入 子 状 に 延 在 し て な る 後 方 ハ ン ド ル 部 分 ８ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 詳
し く は 後 述 す る よ う に 、 前 方 、 中 間 、 及 び 後 方 の ハ ン ド ル 部 分 を 軸 線 方 向 に 相 対 的 に 操 縦
す る こ と に よ っ て 、 操 作 ワ イ ヤ と 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 相 対 的 な 軸 線 方 向 の 動 き が
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 方 ハ ン ド ル 部 分 は 、 洗 浄 ポ ー ト ８ ６ を 含 ん で い る 。 洗 浄 ポ ー ト は 、 標 準 的 な 雄 型 又 は
雌 型 の ル ア ー 取 付 具 か ら 構 成 さ れ 、 ま た は 、 流 体 を 注 入 で き る よ う な そ の 他 の 任 意 の 機 構
か ら 構 成 さ れ る 。 洗 浄 ポ ー ト は 、 前 方 ハ ン ド ル 部 分 の 内 部 容 積 に 連 通 し て い て 、 該 容 積 は
さ ら に 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 に 配 置 さ れ る キ ャ ビ テ ィ な い し 隙 間 ８ ８ に 連 通 し
て い る 。 従 っ て 、 洗 浄 ポ ー ト を 介 し て 注 入 さ れ た あ ら ゆ る 流 体 は 必 然 的 に 、 内 側 シ ー ス と
外 側 シ ー ス と の 間 の キ ャ ビ テ ィ へ と 入 り 、 続 い て 、 外 側 シ ー ス の 遠 位 端 ９ ０ の 付 近 に お い
て 、 該 キ ャ ビ テ ィ か ら 排 出 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 洗 浄 ポ ー ト を 介 し て 注 入 さ れ た 流 体 は
、 ク リ ッ プ 装 置 に お け る ク リ ッ プ の 付 近 か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 変 形 例 と し て は 、 内 側 シ ー ス の 内 部 に キ ャ ビ テ ィ を 配 置 し た り 、 ま た は 、 内 側 シ ー ス 若
し く は 外 側 シ ー ス の 中 に 管 腔 を 配 置 し て 備 え 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 流 体 を 通 し た り し て も 良
い 。 ま た 、 洗 浄 ポ ー ト は 、 変 形 例 と し て は 、 中 間 ハ ン ド ル 部 分 又 は 後 方 ハ ン ド ル 部 分 の い
ず れ か に 配 置 し て も 良 く 、 あ る い は 、 外 側 シ ー ス に お け る い ず れ の ハ ン ド ル 部 分 よ り も 遠
位 側 で あ る 部 分 に 配 置 し て も 良 い こ と を 理 解 さ れ た い 。
　 第 ２ の リ テ ー ナ ６ ０ は 、 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 第 ２
の リ テ ー ナ は 、 第 １ の リ テ ー ナ に 対 し て 相 補 的 に な っ て い て 、 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ
テ ー ナ と は 嵌 合 し て 結 合 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 第 ２ の リ テ ー ナ は 、 第 １ の 端 部 ６ ２
と 、 第 ２ の 端 部 ６ ４ と 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ た ノ ッ チ ６ ６ と 、 を 有
し て い る 。 ひ と つ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の リ テ ー ナ は 、 そ の 第 １ の 端 部 に お い て は 、 第 １
の 直 径 ６ ３ を 有 し 、 第 ２ の 端 部 ６ ４ に お い て は 、 平 坦 面 ６ ５ を 有 す る よ う な 半 円 筒 形 の 形
状 に な っ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ の リ テ ー ナ に お け る 第 １ の 直 径 は 、 第 １ の リ テ ー ナ に お け
る 第 １ の 直 径 と 、 実 質 的 に 同 一 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ ー ナ と は 、 第 １ の リ テ ー ナ に お け る 平 坦 面 ２ ５ を 第 ２ の リ
テ ー ナ の ノ ッ チ ６ ６ に 配 置 し 、 第 ２ の リ テ ー ナ に お け る 平 坦 面 ６ ５ を 第 １ の リ テ ー ナ の ノ
ッ チ ２ ６ に 配 置 し て 、 互 い に 結 合 さ れ る 。 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ の そ れ ぞ れ に お け る 第

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-522298 A 2005.7.28



２ の 端 部 は 、 各 リ テ ー ナ の 第 １ の 直 径 の 約 半 分 の 直 径 に な っ て い る の で 、 結 合 さ れ た と き
の 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ ー ナ と は 、 第 ２ の リ テ ー ナ の 第 １ の 端 部 か ら 第 １ の リ テ ー
ナ の 第 １ の 端 部 に わ た っ て 、 実 質 的 に 同 一 直 径 で 、 実 質 的 に 連 続 的 な 、 円 筒 形 状 を 形 成 す
る 。
　 第 １ の リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ ー ナ と は 互 い に 嵌 合 す る け れ ど も 、 こ れ ら が 一 緒 に 保 持 さ
れ な い 限 り 、 結 合 さ れ た 状 態 は 維 持 さ れ な い こ と を 当 業 者 は 理 解 す る だ ろ う 。 従 っ て 、 第
１ の 実 施 形 態 で は 、 摺 動 リ ン グ ７ ０ を 提 供 し て い る 。 こ の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 摺 動 リ ン
グ の 内 径 は 、 第 １ の リ テ ー ナ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ に お け る 第 １ の 直 径 に 比 べ て 、 わ ず か に
大 き く な っ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 摺 動 リ ン グ の 内 径 は 、 摺 動 リ ン グ が リ テ ー ナ に か ぶ さ
っ て 摺 動 で き て 、 し か も な お 、 リ テ ー ナ を 結 合 さ れ た 状 態 に 保 持 及 び 維 持 で き る よ う に な
っ て い る 。 そ の 結 果 、 摺 動 リ ン グ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ に か ぶ さ る よ う に 摺 動 し て
、 両 者 を 嵌 合 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 摺 動 リ ン グ は 、 ク リ ッ プ に お け る ア
ー ム の 端 部 へ 向 け て 摺 動 し て 、 ア ー ム を 閉 じ た 位 置 へ 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 、 摺 動 リ ン グ は 、 第 １ の リ テ ー ナ に お け る 第 １ の 直 径 に 比 べ て 、 小 さ
い 内 径 に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 摺 動 リ ン グ は 、 ク リ ッ プ か ら 取 り 外 す こ と が で き な い 。
こ の 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム が 開 い た 状 態 に な る よ う に 、 摺 動 リ ン グ は ク リ ッ プ の 近 位 端 に
隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 摺 動 リ ン グ を ア ー ム の 端 部 へ 向 け て 移 動 さ せ る と 、 ア ー ム は 閉 じ ら
れ る 。
　 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 そ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ 装 置 に お け る 外 側 シ ー ス
を 引 っ 込 め て 、 内 側 シ ー ス と 、 操 作 ワ イ ヤ と 、 第 ２ の リ テ ー ナ と を 露 出 さ せ る 。 本 発 明 に
よ る ク リ ッ プ を 提 供 し て 、 第 １ の リ テ ー ナ を 第 ２ の リ テ ー ナ に 嵌 合 さ せ て 結 合 さ せ る 。 摺
動 リ ン グ を 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ に 押 し か ぶ せ て 、 両 者 を 結 合 状 態 に 維 持 す る 。
　 次 に 、 外 側 シ ー ス を 、 内 側 シ ー ス の 遠 位 端 へ 向 け て 、 ク リ ッ プ を 越 え る よ う に 押 し 出 し
て 、 ク リ ッ プ の ア ー ム を 閉 じ さ せ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 体 腔 中 に 既 に 挿 入 さ れ て い る 内
視 鏡 の 通 路 を 経 由 さ せ て 、 外 側 管 を 体 腔 中 に 導 入 す る 。 内 視 鏡 に よ っ て 体 腔 を 観 察 し な が
ら 、 外 側 シ ー ス の 遠 位 端 部 分 を 治 療 す べ き 部 位 へ と 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 治 療 す べ き 部 位 が 血 液 そ の 他 の 体 液 に よ っ て 覆 い 隠 さ れ て い る な ら ば 、 前 方 ハ ン ド ル 部
分 に 設 け ら れ た 洗 浄 ポ ー ト を 介 し て 、 生 理 食 塩 水 な ど の 流 体 を 注 入 す る 。 生 理 食 塩 水 は 、
内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 の キ ャ ビ テ ィ な い し 隙 間 へ と 入 り 、 外 側 シ ー ス の 遠 位 端 か
ら 排 出 さ れ る 。 生 理 食 塩 水 が 領 域 に 満 ち あ ふ れ て 、 血 液 そ の 他 の 体 液 は 、 治 療 す べ き 部 位
か ら 洗 い 流 さ れ る 。 以 下 の 段 階 中 に 、 生 理 食 塩 水 の 注 入 を 必 要 に 応 じ て 継 続 し 、 及 び ／ 又
は 、 繰 り 返 し て 、 領 域 か ら 血 液 そ の 他 の 体 液 を 排 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 変 形 例 と し て は 、 洗 浄 ポ ー ト に 真 空 を 適 用 し て 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 の キ ャ
ビ テ ィ な い し 隙 間 の 中 に 吸 引 を 創 り 出 し て も 良 い 。 こ の 吸 引 を 使 用 し て 、 治 療 す べ き 部 位
の 周 囲 の 領 域 か ら 、 血 液 そ の 他 の 体 液 を 取 り 除 く こ と が で き る 。
　 次 に 、 外 側 シ ー ス を 近 位 端 へ 向 け て 引 っ 張 っ て （ つ ま り 引 っ 込 め て ） 、 ク リ ッ プ と 内 側
シ ー ス の 遠 位 端 部 分 と を 露 出 さ せ る 。 次 に 、 内 側 シ ー ス を ク リ ッ プ へ 向 け て 前 進 さ せ て 、
摺 動 リ ン グ を ク リ ッ プ の ア ー ム へ 向 け て 摺 動 さ せ て 、 ア ー ム を 閉 じ さ せ る 。 次 に 、 内 側 シ
ー ス を 引 っ 込 め る と 、 内 側 シ ー ス の 遠 位 端 が 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ を 通 り 過 ぎ た と き に
、 ２ つ の リ テ ー ナ は 互 い に 係 脱 及 び 解 放 さ れ て 、 ク リ ッ プ は 、 組 織 を 保 持 し た ま ま 体 腔 中
に 取 り 残 さ れ る 。 リ テ ー ナ を 係 脱 さ せ た 後 に は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 は 内 視 鏡 の 通 路 か ら 取
り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 そ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ 装 置 に お け る 外 側 シ ー ス
を 引 っ 込 め て 、 内 側 シ ー ス と 、 操 作 ワ イ ヤ と 、 第 ２ の リ テ ー ナ と を 露 出 さ せ る 。 本 発 明 に
よ る ク リ ッ プ を 提 供 し て 、 第 １ の リ テ ー ナ を 第 ２ の リ テ ー ナ に 嵌 合 さ せ て 結 合 さ せ る 。 こ
の 実 施 形 態 に お け る 摺 動 リ ン グ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ を 結 合 状 態 に 維 持 す る よ う に
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、 遠 位 側 へ 向 け て 押 し 込 む こ と は 、 で き な い 。
　 次 に 、 外 側 シ ー ス を 、 内 側 シ ー ス の 遠 位 端 へ 向 け て 、 ク リ ッ プ を 越 え る よ う に 押 し 出 し
て 、 ク リ ッ プ の ア ー ム を 閉 じ さ せ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 体 腔 中 に 既 に 挿 入 さ れ て い る 内
視 鏡 の 通 路 を 経 由 さ せ て 、 外 側 管 を 体 腔 中 に 導 入 す る 。 内 視 鏡 に よ っ て 体 腔 を 観 察 し な が
ら 、 外 側 シ ー ス の 遠 位 端 部 分 を 治 療 す べ き 部 位 へ と 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 外 側 シ ー ス を 近 位 端 側 へ 向 け て 引 っ 張 っ て 、 ク リ ッ プ と 内 側 シ ー ス の 遠 位 端 部 分
と を 露 出 さ せ る 。 次 に 、 内 側 シ ー ス を ク リ ッ プ へ 向 け て 前 進 さ せ て 、 摺 動 リ ン グ を ク リ ッ
プ の ア ー ム へ 向 け て 摺 動 さ せ て 、 ア ー ム を 閉 じ さ せ る 。 次 に 、 内 側 シ ー ス を 引 っ 込 め る と
、 内 側 シ ー ス の 遠 位 端 が 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ を 通 り 過 ぎ た と き に 、 ２ つ の リ テ ー ナ は
互 い に 係 脱 及 び 解 放 さ れ て 、 ク リ ッ プ は 、 組 織 を 保 持 し た ま ま 体 腔 中 に 取 り 残 さ れ る 。 リ
テ ー ナ を 係 脱 さ せ た 後 に は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 は 内 視 鏡 の 通 路 か ら 取 り 除 か れ る 。
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ク リ ッ プ を 目 標 部 位 へ 送 り 届 け る 方 法 も 想 定 し て い る 。 方
法 は 、 近 位 端 か ら 少 な く と も ３ 本 の ア ー ム が 延 び て い る ク リ ッ プ で あ っ て 、 第 １ の リ テ ー
ナ が 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て い る よ う な ク リ ッ プ を 提 供 す る 段 階 を 含 む 。 次 に 、 内 側 シ ー
ス の 中 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 設 け ら れ て な る 第 ２ の リ テ ー ナ に 、 第 １ の リ テ
ー ナ を 嵌 合 さ せ て 結 合 す る 。 内 側 シ ー ス は 、 外 側 シ ー ス の 中 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ る 。 言
い 換 え れ ば 、 内 側 シ ー ス は 、 外 側 シ ー ス と は 独 立 さ せ て 進 退 さ せ る こ と が で き る 。 第 １ の
リ テ ー ナ と 第 ２ の リ テ ー ナ と は 、 摺 動 リ ン グ に よ っ て 、 ま た は 、 内 側 シ ー ス に よ っ て 、 結
合 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 側 シ ー ス を 前 進 さ せ る と 、 外 側 シ ー ス が ク リ ッ プ に 接 触 し 、 ア ー ム は 閉 じ た 位 置 に な
る 。 次 に 、 外 側 シ ー ス を 内 視 鏡 の 通 路 に 挿 入 し て 、 目 標 部 位 へ と 導 く 。 目 標 部 位 に 達 し た
な ら ば 、 洗 浄 ポ ー ト に 生 理 食 塩 水 を 注 入 し て 領 域 を 洗 い 流 す 。 領 域 の す べ て の 血 液 そ の 他
の 体 液 が 洗 い 流 さ れ た 後 に 、 外 側 シ ー ス を 引 っ 込 め て ク リ ッ プ を 露 出 さ せ 、 ア ー ム を 開 い
た 状 態 に 拡 張 さ せ る 。 次 に 、 ク リ ッ プ を 特 定 の 位 置 へ 導 い て か ら 、 内 側 シ ー ス を 前 進 さ せ
、 該 シ ー ス を 摺 動 リ ン グ に 接 触 さ せ る 。 内 側 シ ー ス を さ ら に 前 進 さ せ る と 、 摺 動 リ ン グ は
ア ー ム 上 を 摺 動 し て 、 ア ー ム を 目 標 部 位 に て 閉 じ さ せ る 。 そ の 後 に 、 内 側 シ ー ス を 引 っ 込
め る と 、 内 側 シ ー ス が 摺 動 リ ン グ の 第 ２ の 端 部 を 通 り 過 ぎ た と き に 、 第 １ の リ テ ー ナ と 第
２ の リ テ ー ナ と は 互 い に 解 放 さ れ る 。 次 に 、 外 側 シ ー ス を 内 視 鏡 か ら 回 収 し て 、 別 の ク リ
ッ プ を 装 填 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で あ る と 、 現 時 点 に お い て 信 じ ら れ る も の に つ い て 説 明 し た
け れ ど も 、 当 業 者 は 、 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 せ ず に 、 変 更 及 び 改 変 を 行 な う こ と が で き る
こ と を 理 解 す る だ ろ う 。 本 発 明 は 、 特 に 異 な っ た 機 器 及 び 装 置 に よ っ て も 実 施 す る こ と が
で き 、 装 置 の 細 部 及 び 使 用 手 順 の い ず れ に つ い て も 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 様 々
な 応 用 例 が 可 能 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の ひ と つ の 実 施 形 態 に よ る ク リ ッ プ 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ 装 置 の 一 部 分 に つ い て 、 リ テ ー ナ が 結 合 さ れ る 前
の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ 装 置 の 一 部 分 に つ い て 、 リ テ ー ナ が 結 合 さ れ た 後
の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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